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जᙾࡉ๔ੜֶ研究室
https://bsw�.naist.jp/kato/
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教授：Ճ౻　ॱ也 jkata@bs.naist.jp 

研究内容
　͕Μࡉ๔ͷಛੑʹڵຯΛͪ࣋ɺ正ৗࡉ๔͔Β͕Μࡉ๔ม͢ΔաఔΛղ͖明͔͢͜ͱͰɺ͕Μࡉ๔ʹಛҟతͳػΛඪతͱͨ͠
͕Μ治ྍΛՄʹͰ͖Δͱ͍ͯ͑ߟΔɻ͕Μࡉ๔ͷಛͷ中Ͱɺແடংͳ૿৩ྗʹಛʹ͍ؔڧ৺Λ๊͍͍ͯ ɺͯ͜ΕΛಛҟత
ʹ੍͢Δ͜ͱͰ͕ΜऀױͷੜଘΛ大͖͘վળͰ͖Δͱ͑ߟΔɻղੳϞσϧͱͯ͠ɺࡉ๔גͷഓཆ実ܥݧͱɺϞσϧϚε実ܥݧ
Λซ༻ͯ͠ ͍Δɻ͕Μͷ中Ͱ白݂පʹಛʹཹҙͯ͠ ͓ΓɺҨ子ಋೖͱࠎҠ২ΛΈ合Θͤͨ実ܥݧʹΑΔࠎੑٸੑ白݂පͷ
ൃܥΛ༻͍͍ͯΔɻ·ͨɺ໔Ӹෆ全Ϛεʹର͢Δώτ͕Μࡉ๔ͷҠ২実ܥݧซ༻͍ͯ͠Δɻۙ࠷ࡉ๔पظௐઅҼ子ʹ加͑ ɺͯ
ँܦ࿏ʹؔΘΔ͕Μؔ࿈Ҽ子ʹযΛ͓ͯͯΓɺ͕Μँͷௐઅͷ؍͔Βɺ͕Μͷฌྐ߈ΊΛ೦಄ʹஔ͍͕ͨΜ੍ͷํ๏
Λݕ౼中Ͱ͋Δɻ

研究設備
ඪ४的な分子ࡉ๔生物学的研究設備

Ұॹに͕Μの研究をしましΐ͏ʂ

研究を始めるのに必要な知識・能力
　必ずしもがんの༧備知識を持っている必要はありません。ただし、基本的なࡉ๔生物学、分子生物学の知識があって、೪りڧくਏ๊
。が必要ですޛくがん研究ができる֮ڧ
　研究室の指導方針
　基本的に学生の自主性をଚ重します。常識的に͑ߟてまともなൣғ内で自分で͑ߟてもらいます。また、その݁Ռについてはを持っ
てडけࢭめてもらいます。ただし、૬ஊが必要な学生には援ॿは੯しみません。また、がんの基礎知識のษڧや実験を進めていく上で
必要な技術については࠙ஸೡにࢦಋします。

この研究で身につく能力
　がんに関する基礎知識や、必要に応じてઐ門的知識について最先の情報を理解してもらいます。また、がんの基礎研究にܽかすこ
とのできない、分子ࡉ๔生物学的ख法について学んでもらいます。さらに、必要に応じて動物（マウス）実験のख法について取得して
もらいます。技術や能力については、ઙく幅広いものではなく、深くઐ門性の高い߲目にߜってॱをって取得してもらいます。

修了生の活躍の場
　製ༀ会社（म࢜ଔ業性は.3、ത࢜ଔ業性は研究職）のみならず、৯品など様々な職種で活躍している。




